第３節　橋津の廻米輸送
１　橋津御廻米積出御仕法書


　藩米の蔵出しは、春の彼岸から秋の彼岸までの間で、日和のよい時を待って行われ、美保関にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ていはく),碇泊)（安永・天明の丹波屋の古文書による）して、橋津にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かいこう),廻航)して橋津の鳥が島付近に碇泊した。

　当時は、早飛脚をもって連絡をして、船が着船すると、直ちに村内に知らせ、老若男女が組に分かれて、藩倉の南門前で川船に積み込むか、庭出し作業の後町持人夫、道船人夫、灘積、船積人夫、沖積人夫と役割を定めて廻米積み出しが行われた。

　寛政１０年（１７９８）の橋津御回米積出御仕法書（瀧川文書）によると、


　庭出し作業のことは、人夫の配置及び規則をはじめ、御蔵（２戸前）に米俵を同数宛積む作業で、この場合人夫がそろったら御蔵の門を全部締め切り、作業が終わったら人夫を門の外に出してEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かま),竃)入りをする。米俵をこかしたり、放り投げたりしないように肩で担ぐように定めている。

　働きのよい者には定められた労賃（米で現物給与）に割増をつけ、１人に米４合の増米札を渡した。


　川船は南門の旧橋津小学校の下が船着場であって５か所指定されていた。組割をされた人夫は組札をかけて、その組の着場以外は着けることができず、その場所に米俵を運んだ。

　藩倉の南門前で川舟に積み込む。


　道船雇人夫のことは、道船の運賃は米１俵につき６夕４才であるが、その中で人夫賃は１俵に付１夕４才を支給すること。俵数割で船手雇人夫ともに船EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(こ),漕)ぎに精を出し、努力次第で賃米をよけいに取るようにし、できるだけお互いに段取りよく、いつでも早く出て積み込みができるように、段取りと能率給を決めている。

　道船差し出しのことについては、元船の先が美保関の方角に向かい、後が当所（橋津）に向かっている船に１番、２番、３番まで、当海岸にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(いかり),碇)を先と後にして道船を順番に漕ぎ出すこと。

　前の日から、米の積み込み作業の触れがあれば順番に道船全部浜に下ろしておき、夜明けからEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(われさき),吾先)にと漕ぎ出すこと。


　道船を漕ぎ出すことを申し付けられたときは、問屋は日雇頭とともに浜へできるだけ早く出て道船の先後を点検して、先船から米を積み、人夫到着帳に記入しておき、それで１人ずつ呼び出し点呼して仕事に就かせる、勝手なことをする者には賃米の支給をしない。

　庭出し人夫付様のことについて、表の蔵の門内の上下に日雇人夫頭を１人ずつ出張させた。人夫を日数に分ける。毎年いつも人夫帳を提出するように決められているので人夫帳のとおり、上中下の３段階に賃銀米を支給された。

　帳面に名前の記載の無い老人や子供にもこれまではそれ相応に配分されていたが、仕事のできない者は出さないようにし、親が仕事に励み養育するようにし、養う者のない後家や老人には賃米の中から村中で応分にやることは差し支えないとしておる。


　問屋、日雇頭共賃銀米を支給するときは、女、子供も働く者には賃米支給があるので、米１粒でも不正のないよう間違いのないように支給して婦人にもよく分かるように説明し、賃米割の帳面を作り、１EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(そう),艘)分の勘定がよく分かるように記載し、賃銀米の支給は御蔵の計屋で問屋２人、庄屋、日雇頭立ち会いの上で支給すること。

　御米炊出のことは、仕事に精励して朝飯の給食のお願い、庭出しが終わり次第御蔵の門前に出ること、灘人夫は１か所に集合して、役人から差図を受けて早速仕事に掛かること。

　御米炊出のこと、


　仕事に精励して朝飯の給食のお願い、

　庭出しが終わり次第御蔵の門前に出ること、


　灘人夫は１か所に集合して、役人から差図を受けて早速仕事に掛かること、


　浜ではEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(たばこ),煙草)を吸わないこと、


　灘積人夫は弁当を持参すること、


　船積人夫の道船に居越すること、

　積荷作業中は勝手に職場を離れないこと、


　町持人夫のこと、


　村中の男子を人別にして、俵を放り投げて俵が乱れ、船頭の気請け（気分）にかかわるから注意するよう（船頭の権威がいかに強かったかが分かる）、にわか雨の場合は早く、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(とま),苫)を掛けて米を濡らさないようにする。

　子供が指で俵の米を抜き取ることのないように、灘（浜）に積んだ米を崩し取ることのないようにすること、その場合は家主（親）にもとがめが及ぶことになるので戒めている。


　灘積、船積人夫のこと


　浜に出てきた者から雇って、道船持ち越し手伝いと、船積作業に出てくる者が分かりかねるので、前の日から上人夫を何十人とあらかじめ雇っておき、人夫はその日の天気模様を承知して、夜明け前から浜に出て道船を浜から海に下ろしたり、沖積人夫は問屋の印のある木札を１人１人に提げさせ、札のない者で乗船している者にはEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(とが),咎)め（罰則）があった。

　灘積、船積人夫で、浜にいち早く出てきて、働きのよい者には、名前を書き留めて増米札が渡された。


　沖積人夫心得のこと


　元船に早く行き、規則を犯すことのないようにする。船子と米俵に刺を差し込んで、米を取り出すのを見たら、密かに役人に報告することとしている。

　とりわけ橋津では、是までも段取りのよいことは知られており、外の御蔵ごとに各々規則の改正があり、特別段取りがよくなった、橋津でも、規則をないがしろにしているわけではないが、自然に他の御蔵より段取りが悪くなったので、辰時の海上事故のないように、国恩を思い御米積作業は格別に精励して積み出し作業をすること。

[image: image1.jpg]=L s O
5 (e ke b
< LT e | 1
TN MR 4 % b EE
2o g & T A E E
ANESR O o
ANEH CaEm Y r ¢k e =B
A U A BT - z 5 T
2R xaaniiad -
o)l % @ & L OX £
iz A % A w B R x Lt
o B 2.7 2 a
- HoL oy M '
%) e ) 4 2
i L 7
1= i
F: i
2 L

v s

LAV T I OV E

B3 R dE oy

R

T L ACREBEA YR ER

%
A
¥

<€

B3 ARBEEENEZER (BIRGER) UML2 FERO LD LTLAD

197

AT (TR SR RS

i

=@

5
i
&
i
2]
B
»
B
tt

5

N

A

aeseon





[image: image2.jpg]PSS ANENR

(e N
&

N

L
L
G

=

SRR

=

AR

oy )

TEAE
Doy

BN
AEA

e S E

»i

v





[image: image3.jpg]H 2% ik - gt

|

B S w0
HA>a
HHEE >E

I el Rl

NS = FREE & s te ]
SOy oms

=

SN
(S IREEA D

SEEEE RN NESEN BT ) =0k

fREEN 7
REE TR A T

2% -85
ThR

R Bultlly et

e

St
ks

B 1 i
BT

T kEW

ZRE Y Boz
|

DT A

S

oo
3]

o
EEIRS  OaENSHNER
CHEE X FBRADIC AR

BHIS WEHUmMEKELZE




[image: image4.jpg]E ]

HEIEN |8

B Fer

P

*
H
4
7

SR | Ak

R
|

TS
EERER A >~ EE Rk B

[}

A

S ORBEFS TN

ST T
APl B

TR

ol

AT (1%

=

[
b A BS G O Sy > ER

PN
5

5
o

[SNINIREER =1

A

e

ACTOMCY, T RRE

vl

LT T 4 O o

TR (v R

nR

%

=

R E
AT EBRFERAA S T S AT >

T OGEE

i

=g

B Lo

34 M

4

i

NOEREE S S re i (B) HMTDE

T ATFHA ISR

NIRRT

O L v T g

NI

=]

R A TEERH

L5

S0k

S

20T




[image: image5.jpg]l

2 Bk

N A > FIER

o
4

&
ft
5
M
2
=
"

[y ]
IRENENE g )

=

SR > N

£ 3 HHE O E O

T HECHSRARZE





[image: image6.jpg]HodE it - i

18 HEAROCHZE EMEARZE. HREHZE (20

BRI HEWEHZE (£07) BHARTHZE (20-)

=)

=%

I RS RIELS B BB N

=22 i

22 5

N EE i





[image: image7.jpg]HNEE

52

SEk -

AN

l

=

HNEEEX

Ppm=]

SEFEA D

IR

e

AR EAFED R

NI
FHL I WS

|

|
|

DR

SIS TR EE S

RER T | NN\

=y

=

11 Sl fme- g RS O

ey

FTEIOR R

TN FENERDE

s

B8

FE

|

ERSERNFERE

]
B
[
W
5
Bk

S=

3

LB Sy m T

NS

[

iov | o IN

o

B Rl





[image: image8.jpg]LS i 114

oA IR

R
RS EREEN

TR
-
o

g =

=

It

S

SR o T B B L

PN

et (B el
=

<N

BN EEERE

e

Bt

ENER





[image: image9.jpg]e
S mm

EHARBZE (£01)

g
N
#
N
#®
=
*
2
o
w

3

BE22





